
　国政でも地方でも、くらし・福祉切
り捨てをすすめる自民党の議席ばかり
になってしまえば、私たちのくらしの願
いは届きません。
　日本共産党の前原かづえは、一貫し
て住民のくらしと願いに寄り添って奮
闘してきました。くらしを守る“宝の議
席”です。

かけがえのない女性の県議
　ジェンダーギャップ114位の日本。県議会の中
の女性議員・前原さんの存在がいかに大きいか。
女性の地位向上のためにも輝いています。

岡田 正子（ふじみ野市・上ノ原）

細やかな視点で県政を鋭く告発

　前原さんが県議会に出て、県政の実態が
見えるよ

うになりました。細やかな視点で県政をみ
つめ、鋭

く告発する。この地域になくてはならない
存在です。

宮沢智子（三芳町・喫茶店主）

■医師不足解消へ
　「救急車はすぐにきてくれたのに診てくれるお医者さんがい
なくて40分以上も立ち往生」「小児科や産科が少なくて困っ
ています」
　この声に応えて、日本共産党県議団は医学生の奨学金制度
の創設に奮闘し実現しました。

■消防団員への手当
　地元消防団員の消火出勤特別手当の上限「年６回まで」を
アスクル火災については上限を撤廃させました。

■三芳スマートインター
　一般質問で、安全対策が整うまで大型車のインターチェン
ジ利用禁止を要求。県警にも交渉。

■交差点の整備
　慢性化した渋滞の解消に、亀久保交差点の拡幅改良工事
が間もなく完成。

■手話言語条例の制定
　一般質問で、手話を交えて手話言語条例の必要性を訴え。
聴覚障害者団体の運動もあり、全会一致で条例がつくられ
ました。
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10％増税は中止を
大企業と富裕層に応分の負担を

9条改憲は許さない
憲法生かした平和な日本へ

再稼働にも輸出にも反対
再生可能エネルギーへの転換を

県議選西5区
（定数2、ふじみ野･三芳）

くらしに向き合う態度は…

前原かづえ 　自民党2人

プロフィール●1949年新潟県長岡市生まれ。旧大井町議を
経てふじみ野市議通算６期。県議1期（文教常任委員、危機管
理・大規模災害対策特別委員）。ふじみ野市西鶴ケ岡在住

日本共産党
前原かづえ

自民党
ふじみ野・現市議

自民党
三芳・元議長

消費税
くらし壊す
増税やめよと
一般質問

消費税増税中止を
求める意見書に

反対

消費税増税中止を
求める意見書に

反対

負担増
国保税引き下げを
はじめ負担軽減を

主張

水道料金の値上げ、
ゴミの有料化を

主張

水道料金、下水道
使用料、介護保険
料、国保税の値上
げに賛成表明

新埼玉
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かづえ前原 埼玉県議会議員

いつもくらしの現場に

▶お医者さん増やそう
▶国保・介護の負担減らそう

願いに応える“市民”の議席
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くらしの声に耳傾けて

ねばり強く街づくり

障がい者の目線で

ふじみ野
市議会議員

つかこし洋一

ふじみ野
市議会議員

床井よしのり

ふじみ野
市議会議員

新井 光男

ふじみ野
市議会議員

足立しづ子

ふじみ野
市議会議員

伊藤はつみ
三芳町議会議員

吉村美津子
三芳町議会議員

増田ますみ
三芳町議会議員

本名ひろし

対

どんなときも命のために

前原かづえ県議とともにがんばります


